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熊本保健科学大学

令和７年度の卒業式・修了式が14日（土）、
熊本市中央区の市民会館シアーズホーム夢ホー
ルで開催され、学部卒業生と大学院、公衆衛生
看護学専攻科、助産別科の修了生計399人が社
会へと巣立っていきました。
卒業生・修了生の内訳は、学部生342人、大

学院16人、公衆衛生看護学専攻科20人、助産別
科21人。
式典では、竹屋元裕理事長・学長が学科や研

究科の代表に学位記や修了証書を授与した後、
成績優秀者と酒匂賞受賞者を表彰。引き続き、
式辞に立ち、「『不確実性の時代』『予測ので
きない時代』だからこそ、人の命を守る医療の
価値は決して変わることはありません。世の中
の変化に惑わされることなく、医療人としての
自らの役割を見据えながら歩んで行ってほし
い」と述べました。
熊本市医師会の園田寛会長の来賓祝辞の後、

在校生を代表して学友会会長の井川陽仁さん
（リハビリテーション学科理学療法学専攻３
年）が先輩方へのねぎらいと感謝の気持ちを込
めて送辞。野見山梨子さん（看護学科）が卒業
生代表として登壇し「本学で培った知識と技術、
そして『人を想う心』を胸に、熊本保健科学大
学の卒業生としての誇りを持ち、生死と向き合
う医療に携わる者として誠実に歩み続けること
を誓います」と答辞を述べました。
式典前後の会場周辺は、スーツや袴姿の卒業

生・修了生が花束などを手に家族や友人、後輩
などから祝福を受けるいつもながらのシーンが
あちこちで見られました。（NL編集部）
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写真左は、答辞に立つ野見山梨子さ
ん（看護学科）。同右は、式辞を述
べる竹屋理事長・学長



令和７年度卒業式・修了式での
被表彰は次の通り。（敬称略）
◇総合成績最優秀者賞 山下彩
楓（医学検査学科）、原田佳波
（看護学科）、請関彩花（リハビ
リテーション学科理学療法学専
攻）、桒畑采実（同作業療法学専
攻）、橋口璃央（同言語聴覚学専
攻）、大熊恵（公衆衛生看護学専
攻科）、舟津萌衣（助産別科）
◇GPA賞 山下彩楓、青木里津

那、安藤愛華、永濵美咲、吉田紗
彩、南陽菜（以上、医学検査学
科）、原田佳波、野見山梨子、戸
次陽菜乃、坂上由夏、田中葵（以
上、看護学科）、請関彩花（リハ
ビリテーション学科理学療法学専
攻）、桒畑采実、杉本晴香、坂元
心音、菅穂乃花、岡村真来、村上
沙耶、松藤里緒、中西けい（以上、
同作業療法学専攻）、橋口璃央、
髙木ほのか（以上、同言語聴覚学
専攻）
◇優秀論文賞 緒方遥菜（大学

院保健科学研究科保健科学専攻臨
床検査領域）、瀬藤璃音（同リハ
ビリテーション領域）、辻󠄀友里
（同看護領域）
◇酒匂賞 伊藤孝竜、竹内花奈、

竹内若奈（看護学科）、内田拓斗
（リハビリテーション学科理学療
法学専攻）

卒業式・修了式点描

修了証書授与
⑦公衆衛生看護学専攻科・大熊恵さん、⑧助
産別科・舟津萌衣さん

⑦ ⑧
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言語聴覚学専攻３・４年生交流会

全国の大学や専門学校でトレーナー活動を行う学
生が一堂に会する「第29回学生トレーナーの集い」
が９（月）・10日（火）、横浜市の桐蔭横浜大学で
開催され、本学からも理学療法学専攻スポーツリハ
ビリテーションコースの３年次生５人が参加しまし
た。同集いへの本学からの参加は初めてです。
年に一度開催されるこの全国イベントは、著名な
講師による講演やシンポジウム、学生同士のディス
カッションを通じて最新の知見を共有し、交流を深
めるのが狙いです。今回は「広げる」をテーマに、
全国から500人を超える志高い学生や教員が集結し、
会場は熱気に包まれました。
昨年は惜しくも試験日程と重なり断念した「ト
レーナー学生の集い」への参加。今回、２年越しの
想いを胸に、ついに九州、そして全国の舞台へと飛
び出しました！ 昨年8月の九州大会（九州看護福
祉大学）には学生・教員16人で参加し、地域での交
流を経験。そして今年３月、満を持して全国の舞台
である桐蔭横浜大学へとステップアップしました。
参加した５人の学生たちは、プロアスリートから
地域の中高生アスリートまで、幅広い層を支えるア
スレティックトレーナーの先生方の講話に真剣な面

持ちで耳を傾けました。また、学生同士のディス
カッションでは、他校の学生と積極的に交流を深め
ました。本学の代表としての自覚と誇りを持ち、熱
気あふれる２日間を全力で駆け抜けました。
理学療法学専攻３年の林桃花さんは「他校の普段
の活動を知ることで、自分たちの活動を客観的に見
直す貴重なきっかけとなりました。九州、そして全
国で得たこの経験を、今後の学内活動にしっかりと
還元していきたいです」とコメントしてくれました。

（理学療法学専攻 枝尾久美）
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理学療法学専攻スポーツリハビリテーションコース

志高く全国の〝同志〟と交流

言語聴覚学専攻の３年次生と４年次生の交流会が２
日（月）、3213・3217・3218実習室で行われ、３年生
26人と４年生21人が参加しました。
交流会は、新４年生になる学生たちに対して、国家
試験や卒業研究、就職活動などを乗り越えた現４年生
から経験談やアドバイスを話してもらい、少しずつ準
備をしてもらおうと、毎年開かれています。
３年次生の中には、事前に先輩たちに聞きたいこと

を準備してきた学生も。終始前のめりの姿勢で話を聞
いては、熱心にメモを取っていました。一方、４年次
生も１年間を振り返る機会となったのか、時折懐かし
そうな表情で就職活動のエピソードを話す姿が見受け
られました。最初はお互い緊張しているように見えま
したが、時間が経つにつれ、「そうなんですか？！」
「すごい！」「勉強になります」など、楽しそうな反
応も聞こえてきました。（NL編集部）

生成AIを活用した議事録作成
に関する研修会が２月 27日
（金）、キャンパステラスのコ
ロシアムで行われ、医学検査学
科の亀山広喜准教授が講演しま
した。
亀山准教授は、事前にAIを活

用して動画を作成しており、主
に動画を用いて議事録を作るた
めの音声ファイルの分割や操作
方法と流れ、AIへの指示の出し
方のコツなどを解説。５つの生
成AIを比較し、議事録のまとめ
方に特色が出ることや、セキュ
リティに関するリスクを説明す
ると、参加した教職員たちはメ
モを取って話を聴いていました。
（NL編集部）＝写真はキャンパステ
ラス
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本年度で閉じる「品質保証・精度管理学共同研
究講座」の蛭田修特命教授が10日（火）、1300講
義室Lで最終講義を行い、2020年10月の開設からの
研究の軌跡を振り返りました。
「医療用医薬品の安定供給と品質保証～熊本保

健科学大での５年６カ月を振り返って」と題した
講義で蛭田教授は、新型コロナウイルスがまん延
する前後から表面化した医薬品の供給不足の要因
として、海外に依存した不安定なサプライチェー
ンと、相次ぐ製薬メーカーの製造不正の２点を挙
げました。
特に、製造不正については、「偶発的な不都合

が放置され、常態化することで不正になってい
く」と指摘。個人も組織も「問題を適切に感知し、
適切に対処する能力を強化することが大事」とし
て、変容に向けた研究成果も披露しました。
「研究を続けてきて楽しくてうれしいことは、

やってきた成果が国の制度に組み込まれていくこ
と」と蛭田教授。講演の最後に、熊本での５年余
りを振り返り、感謝の言葉を口にしていました。

（NL編集部）

品質保証・精度管理学共同研究講座

退任の蛭田特命教授が最終講義
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銀杏アラカルト

令和７年度の職員旅行は早春の日田・湯布院の旅。
２日（月）・３日（火）の２日間、日帰り30人、宿
泊25人の計55人が参加しました。
１日目は、大山町「木の花ガルデン」で滋味豊か

な有機野菜バイキングを堪能。その後は「いいちこ
日田蒸留所」を見学し、「天領日田おひなまつり」
に沸く豆田町の情緒あふれる街並みを散策しました。
宿泊組は由布院「ことぶき花の荘」の温泉でリフ
レッシュ。宴会では「熊保大格付けチェック」対決
で、手に汗握る？真剣勝負に会場は大いに盛り上が
り、最後は、学長の素晴らしい美声で宴を締めく
くっていただきました。
２日目は、金鱗湖周辺の散策やもの作り体験、買

い物を満喫し、本格的なせいろ蒸しランチに舌鼓を
打ちました。短い時間ではありましたが、部署の垣

根を越えて語り合い、笑い合える貴重な機会となり
ました。この旅行が、素敵な思い出と明日への活力
に繋がれば幸いです。皆様のご協力のおかげで、無
事に全行程を終えることができました。心より感謝
申し上げます。（三輪、大澤、吉田、松本、前原、
川田、沖村）

■本学教職員OB集う 第８回退職教
職員の会が、２月28日（土）、熊本市
中央区のKKRホテル熊本で開催され、
OB教職員29人と現役教職員10人が参加
しました。参加者たちは久しぶりの再
会を喜び、近況を報告したり、思い出
話に浸ったりと、話に花を咲かせてい
ました。

■早春の日田・湯布院の旅満喫 職員旅行

「いいちこ日田蒸留所」で記念撮影する職員
旅行の参加者
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※「週刊NEWSLETTER」は４月から月２回の配信となります。次号325号は４月６日（月）に配
信します。

週間行事予定（３月23日～４月６日）

３/23（月）
学内研究費助成（P&P）報告会
国家試験合格発表（臨床検査技師・理学療法士・作業療法士）

３/24（火）
大学教育改革推進プログラム（学長裁量経費）報告会
国家試験合格発表（看護師・保健師・助産師）

３/26（木） 国家試験合格発表（言語聴覚士）

４/２（木） 入学式

４/３（木）～８（水） 新入生オリエンテーション


